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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松河原上奥田
第２遺跡

その他 縄文時代 落とし穴（４基）
土坑（２基） 縄文土器、石器 後期の土器が出土

集落 古墳時代 竪穴住居跡（３棟） 土師器、須恵器

その他 奈良時代 土坑（１基） 製塩土器 製塩土器廃棄土坑

その他 時期不明
溝（５条）
道路状遺構（４条）
土坑（５基）
ピット（１基）

－

下市前築地
遺跡

その他 縄文時代 落とし穴（４基）
土坑（２基） 縄文土器、石器 早期から中期までの土器

が出土。

集落 古墳時代 竪穴住居跡（１棟） 土師器、鉄器 竪穴住居跡から甑形土器
が出土。

その他 時期不明

溝（３条）
掘立柱建物跡（１棟）
テラス状遺構（１基）
土坑（１基）
ピット（４基）

－

要　　約

松河原上奥田第２遺跡
　縄文時代から奈良時代の遺構・遺物を確認した。縄文時代の遺構は落とし穴４基を含む土坑６基を
調査した。包含層中から石鏃も見つかっており、縄文時代には狩猟の場であったことがうかがえる。
古墳時代の遺構は前期の竪穴住居跡３棟を検出した。奈良時代の遺構は製塩土器の廃棄土坑を検出し
た。手づくねの尖底土器が少なくとも３個体以上廃棄されていた。その他、時期は明らかではないが、
溝５条、道路状遺構４条、土坑５基、ピット１基を調査した。
　遺物は縄文土器、土師器、須恵器、石器等が出土した。

下市前築地遺跡
　縄文時代・古墳時代を中心とする遺構・遺物を確認した。縄文時代の遺構は、落とし穴４基ほか２
基の土坑を調査した。古墳時代の遺構は、前期の竪穴住居跡１棟を検出し、床面上からほぼ完形に復
元できる甑形土器が出土した。ほかに時期は明らかではないが、掘立柱建物跡１棟、溝３条、土坑１
基、テラス状遺構１基、ピット４基を調査した。 
　遺物は、縄文土器、土師器のほか、石皿や磨石、平安時代の須恵器及び土師器等が出土した。　
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